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～第 208 通常国会 安保破棄中実委･中央社保協･国民大運動主催 4.20 定例国会行動～ 

 

三者共催による第 7 回目の定例国会行動は、4 月 20 日、新婦

人の藤井住枝中央常任委員による司会のもとでおこなわれ、130

人を超える参加となりました。長引くコロナ禍から経済再開によ

る需要増とロシアのウクライナ侵略が世界経済を揺るがし、物価

は高騰し国民生活に大きな打撃となっています。国会では重要法

案が次々と審議されていますが、ウクライナ侵略に乗じた軍拡、

改憲の動きが強まり、国民生活を守る経済対策としての補正予算

をめぐるせめぎ合いも続けられています。行動の最後は、全教の

鈴木憩子中央執行委員による音頭で「憲法 9 条をいかした外交努

力をおこなえ！」などと参加者は拳を高く掲げました。当日は、神奈川、埼玉による国会行動、東京土建に

よる議員要請などがとりくまれました。 

 

参院選で憲法を守りいかす勢力を大きく伸ばし、力関係を変えよう！ 

 

 

憲法を守りいかす政治の実現に、全力を尽くす！ 

 

ロシアは国連憲章を守れ！ ウクライナから即時撤退せよ！ 

 

主催者を代表して挨拶をおこなった全日本民医連の木下興事務局次長は、現在参議院で

審議されている経済安保法案について、科学技術の軍事研究推進だと強調。しかも、運

用は政府に白紙委任され、特許請願も非公開で戦前の秘密特許制度の復活につながり、

『安定供給の確保』の名目で大企業を資金援助する内容も含まれ、新たな政･官･業の癒

着をうみかねない、として廃止すべきだと訴えました。また、国民の望まないなかでの

改憲議論の暴走は許さないとして、「参院選で憲法を守りいかす勢力を大きく伸ばし、力

関係を変えよう」とよびかけました。 

 

 

国会情勢を報告した日本共産党の岩渕友参議院議員は、ウクライナ侵略に乗じて憲法

9 条への攻撃が強まっているとして「今度の参院選は戦争か平和かが問われる重大な選

挙だ」と強調。「日本が急迫不正の侵害を受けることにならないためにも、憲法 9 条を

いかした外交を進める日本をつくっていこう」とよびかけました。また、反戦デモや市

民運動を監視、制圧する米軍と一体となった自衛隊の訓練についても追及するとし、「物

価高騰による国民の暮らし、生業を守るための一番の経済対策は、消費税減税とインボ

イス制度の中止だ。国会論戦のなかでも憲法を守りいかす政治の実現に全力を尽くす」

と決意を述べました。 

 



裁判を受ける権利を著しく後退させる「民事訴訟法改正案」は廃案に！ 

 

 

 

私たちの声と運動が、政治を動かすことにつながっている！ 

 

                                                                     

 

私たちの要求をしっかりと声にあげ、国会に訴えていこう！  

 

 
 

 
 

第 208 通常国会（1/17～6/15） 今後の定例国会行動の予定 
 
 
 

自由法曹団の永田亮弁護士は、衆議院で審議されている民事訴訟法改正案について、 
「憲法で保障された国民の裁判を受ける権利を著しく後退させるものだ」と強調。IT 化 
により国民に利用しやすい裁判を名目に、半年程度に期間を限定した『法定審理期間訴 
訟手続』については「当事者が十分な審議をといえば戻さなければいけないので、そも 
そもつくる必要はない」と指摘。また、オンラインでの裁判審議や訴訟代理人によるオ 
ンラインでの申立、提訴の義務づけなど、公平な裁判が受けられなくなる可能性があり 
問題だとして、「廃案にさせるためにぜひ協力を」とよびかけました。 
 

全労連女性部の寺園通江事務局長（全労連常任幹事）は、13 日に賛成多数で成

立した女性支援新法について、「当事者の人権保障を基本理念とし、国や自治体の責

務として困難を抱える女性への支援施策を講じるもの」だと強調。これまで年越し

支援・コロナ被害相談村での活動を通して『女性のための女性による相談会』を結

成し支援する活動や女性のおかれている現状について報告しつつ、「女性相談員の

待遇改善や予算の拡充など課題はまだあるが、私たちの声と運動が政治を動かすこ

とにつながっている。女性が安心して働き暮らせる社会のための政策を参院選に向

けて提言していく」と決意をのべました。 

 

 

中央社保教の山口一秀事務局長は「ウクライナ侵略戦争を口実に、軍備増強、核共

有など声高に叫ばれ、物価高騰やコロナ終息が見えないなかで、国民生活は厳しいも

のとなっている。しかし、10 月からの 75 世以上医療費窓口負担 2 倍化など、国会

では国民のいのちと暮らしに寄り添った議論がおこなわれていない」として、「しっ

かりと声をあげて、憲法改悪を許さない署名をはじめさまざまな署名を集めきり、と

りくみを成功させて、私たちの要求を突きつけていこう」と訴え、行動への参加をよ

びかけました。 

◆  12:15～13:00    ◆衆議院第 2 議員会館前     ◆隔週の水曜 

◆ 5 月 11 日は中止  5 月 25 日、 6 月 8 日     

 
 

◆ 4 月 25 日(月) 12:00～ 新いのち署名･75 歳以上窓口負担 2 倍化中止一斉宣伝 新宿東口 

◆ 4 月 28 日(木) 12:00～ 改憲許すな！緊急国会行動 総がかり/法律家 6 団体 衆議院第 2 前 

◆ 5 月 3 日(火･祝) 13:00～ 憲法集会メインステージ 有明防災公園 
◆ 5 月 11 日(水) 12:00～ 中央行動 日比谷野音、国会請願デモ 14:30～、最賃署名提出行動  

ピジョンセンター永田町 6F ホール、19:00～ケア労働者大幅賃上げオンライン集会 
◆ 5 月 12 日(木) 13:30～ 若者も高齢者も安心できる雇用と年金を！参議院講堂 
◆ 5月20日(金)、27日(金) 18:00～ ロシアのウクライナ侵略戦争反対！新宿連続アピールデモ  

新宿駅東口アルタ前 
           


